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は
じ
め
に

　
２
０
２
６
年
５
月
25
日
、「
事
業

性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
、「
推
進
法
」
と
い
い
、
括
弧

内
に
お
け
る
条
文
番
号
は
同
法
の
も

の
を
指
す
）
が
施
行
さ
れ
た
。
企
業

価
値
担
保
権
の
趣
旨
・
制
度
や
実
務

上
の
留
意
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
多

く
の
解
説
が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
企
業
価
値
担
保
権
者
以
外
の
貸

し
手
視
点
で
の
解
説
は
多
く
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
企
業
価
値

担
保
権
者
に
優
先
・
劣
後
す
る
担
保

権
者
お
よ
び
無
担
保
債
権
者
の
法
的

位
置
付
け
を
整
理
し
た
う
え
で
、
実

務
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

　
な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
る
。

一
　
法
的
位
置
付
け

１　
優
先
担
保
権
者

⑴
　
定
　
義

　
「
優
先
担
保
権
者
」
と
は
「
優
先

担
保
権
を
有
す
る
者
」
を
い
い
（
70

条
９
項
）、「
優
先
担
保
権
」と
は
、「
実

行
手
続
開
始
当
時
債
務
者
の
財
産
に

つ
き
存
す
る
担
保
権
の
う
ち
申
立
人

の
企
業
価
値
担
保
権
に
優
先
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
重
複
担
保
権
に
該
当

し
な
い
も
の
」を
い
う（
同
条
８
項
）。

具
体
的
に
は
、
企
業
価
値
担
保
権
設

定
登
記
前
に
登
記
を
具
備
し
た
不
動

産
担
保
権
者
等
が
該
当
す
る
（
注

１
）。

⑵
　
優
先
担
保
権
実
行
時
の
取
扱
い

　
担
保
目
的
財
産
に
対
す
る
強
制
執

行
等
が
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
支

障
を
来
す
場
合
に
は
、
企
業
価
値
担

保
権
者
か
ら
異
議
を
主
張
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る（
19
条
１
項
）。こ
の
点
、

優
先
担
保
権
の
実
行
に
対
し
て
も
同

様
に
異
議
を
主
張
し
得
る
か
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
他
の
債
権
者
に
よ
る
強
制
執
行
等

に
よ
る
事
業
解
体
を
防
止
す
る
点
に

あ
る
と
こ
ろ
、
金
融
審
議
会
で
は
、

「
担
保
目
的
財
産
に
対
し
て
強
制
執

行
ま
た
は
劣
後
す
る
担
保
権
の
実
行

（
以
下
、「
強
制
執
行
等
」
と
い
う
）

が
さ
れ
た
場
合
」
の
対
応
策
と
し
て

議
論
さ
れ
て
い
た
（
注
２
）。
後
述

の
と
お
り
、
企
業
価
値
担
保
権
の
実

行
手
続
が
開
始
し
た
と
し
て
も
優
先

担
保
権
者
は
担
保
権
実
行
に
つ
い
て

制
約
を
受
け
な
い
こ
と
と
の
平
仄
も

踏
ま
え
る
と
、
優
先
担
保
権
の
実
行

に
対
し
て
は
異
議
を
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
の
整
理
も
あ
り
得
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
法
の
文
言
上
、
異
議

の
対
象
に
つ
い
て
優
先
・
劣
後
で
区

別
を
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

優
先
担
保
権
の
実
行
に
対
し
て
も
企

企
業
価
値
担
保
権
に
お
け
る
各
債
権
者
の
法
的
位
置
付
け

企
業
価
値
担
保
権
に
お
け
る
各
債
権
者
の
法
的
位
置
付
け

今
月
の
解
説

今
月
の
解
説

弁
護
士
法
人
中
央
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
法
人
中
央
総
合
法
律
事
務
所  

弁
護
士
　

弁
護
士
　
冨
川
冨
川  

　
諒
　
諒
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じ
め
に

　
筆
者
は
事
業
者
支
援
を
「
地
域
金

融
機
関
が
担
当
顧
客
と
連
帯
し
て
、

顧
客
の
単
独
の
力
で
は
到
達
で
き
な

か
っ
た
目
標
点
に
、
地
域
金
融
機
関

の
支
援
に
よ
っ
て
た
ど
り
着
け
た
時

に
、
支
援
能
力
が
あ
り
支
援
が
で
き

た
と
い
え
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
２
０
２
５
年
12
月
、
金
融
庁
よ
り

「
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
が
公

表
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
「
地
域
金

融
の
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
力
（
＝

「
地
域
金
融
力
」）」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
金
融
機
関
が
企
業
を
支
援
す

る
力
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
資
金

提
供
が
存
在
す
る
の
は
自
明
で
あ
る

が
、こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

担
当
企
業
群
（
個
社
で
は
な
く
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
地
域
経
済

を
構
成
す
る
企
業
群
）
の
経
営
に
資

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　
改
め
て
同
プ
ラ
ン
を
見
る
と
、
地

域
経
済
に
貢
献
す
る
力
の
発
揮
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、筆
者
は
、

金
融
機
関
は
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献

に
先
立
ち
、
担
当
企
業
群
へ
の
貢
献

が
そ
の
手
前
に
あ
る
取
り
組
む
べ
き

指
標
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
支
援
（
貢
献
）
の
成
果
を
、
顧

客
企
業
の
経
営
指
標
の
改
善
と
し
て

捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
貢
献

の
数
値
化
＝
評
価
に
向
け
た
扉
が
開

か
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
名
目
上
の
経
営
指
標

が
上
向
い
た
こ
と
に
注
目
し
す
ぎ
る

の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
先
般
の
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
、
外

部
環
境
の
影
響
に
よ
っ
て
す
べ
て
が

好
転
す
る
こ
と
も
悪
化
す
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
経
験
か
ら
い
え
る
こ
と

で
あ
る
。
表
層
的
な
指
標
の
み
を
基

準
に
「
支
援
が
で
き
た
、
で
き
て
い

な
い
」と
評
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
こ
の
支
援
（
貢
献
）
の

度
合
い
を
利
用
者
（
顧
客
企
業
）
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
注

力
す
る
と
「
自
金
融
機
関
の
顧
客
群

は
地
域
に
存
在
す
る
そ
の
他
の
企
業

群
と
比
較
し
て
良
く
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
説
明
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら

に
、
支
援
で
き
て
い
る
か
否
か
を
わ

か
り
や
す
く
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
利
用
者

で
あ
る
地
域
の
企
業
群
で
あ
る
。
こ

れ
を
客
観
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、前
掲
の「
地
域
金
融
力
」は
、

国
家
の
願
い
や
金
融
機
関
の
思
い
込

み
が
絡
み
合
い
、
原
始
的
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
か
ね
な

い
。

　
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
正
確
な
答
え
を
導
く
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
。
か
つ
て
、
研
究
者
サ

イ
ド
も
、
金
融
機
関
自
身
も
、
当
局

も
、
利
用
者
に
直
接
的
に
こ
の
よ
う

株
式
会
社
デ
ー
タ
・
ル
ー
ペ

株
式
会
社
デ
ー
タ
・
ル
ー
ペ  

代
表
取
締
役　

代
表
取
締
役　

𠮷
原
𠮷
原  

清
嗣
清
嗣

〝〝i B
ank index

i B
ank index

〞
で
測
る
金
融
機
関
の
企
業
支
援
力

〞
で
測
る
金
融
機
関
の
企
業
支
援
力

―
―
事
業
性
融
資
に
お
け
る
金
融
仲
介
機
能
の
評
価

―
―
事
業
性
融
資
に
お
け
る
金
融
仲
介
機
能
の
評
価

論　
考
論　
考
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二 

　
現
在
な
ら
び
に
将
来
発
生

す
る
集
合
債
権
担
保
と
譲
渡

制
限
特
約
付
債
権
の
活
用

　
金
融
機
関
の
融
資
先
（
法
人
）
に

対
す
る
貸
出
債
権
等
を
担
保
す
る
た

め
に
、
融
資
先
の
販
売
先
に
対
す
る

現
在
な
ら
び
に
将
来
発
生
す
る
売
掛

金
債
権
等
（
集
合
債
権
）
を
譲
渡
担

保
と
し
て
取
得
す
る
場
合
、
動
産
及

び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す

る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
登
記
に
よ
っ
て
、
債
務
者
以

外
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
は

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

譲
渡
債
権
の
債
務
者
（
融
資
先
の
販

売
先
）
に
対
す
る
対
抗
要
件
具
備
の

手
続
（
債
務
者
に
対
す
る
通
知
ま
た

は
承
諾
）
は
、
融
資
先
の
信
用
不
安

を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
通
常
は

行
わ
れ
な
い
。

　
ま
た
、
担
保
取
得
し
た
売
掛
金
債

権
の
支
払
期
日
が
到
来
し
た
場
合
、

事
情
を
知
ら
な
い
販
売
先
が
融
資
先

に
支
払
う
と
担
保
財
産
が
減
少
す
る

が
、
継
続
的
に
発
生
す
る
売
掛
金
債

権
が
新
た
な
譲
渡
担
保
と
な
る
た

め
、
金
融
機
関
に
は
一
定
の
金
額
の

売
掛
金
債
権
が
譲
渡
担
保
と
し
て
恒

常
的
に
残
存
す
る
。

　
例
え
ば
、
あ
る
融
資
先
の
販
売
先

に
対
す
る
売
掛
金
回
収
条
件
が
15
日

締
め
翌
月
末
支
払
の
場
合
、
最
短
の

売
掛
期
間
は
45
日
、
最
長
は
約
75
日

で
平
均
売
掛
期
間
は
60
日（
２
ヵ
月
）

と
な
り
、
月
商
が
１
億
円
で
あ
れ
ば

２
ヵ
月
分
２
億
円
相
当
の
売
掛
金
債

権
が
担
保
残
高
と
し
て
恒
常
的
に
残

存
す
る
。

　
も
し
、
こ
の
融
資
先
が
経
営
破
綻

し
た
場
合
、
譲
渡
担
保
権
者
で
あ
る

金
融
機
関
は
、
譲
渡
債
権
の
債
務
者

（
融
資
先
の
販
売
先
）
に
対
し
て
登

記
事
項
証
明
書
を
交
付
し
て
債
権
譲

渡
の
通
知
を
行
い
、
債
務
者
に
対
す

る
対
抗
要
件
を
備
え
る
が
、
こ
れ
に

よ
り
当
該
通
知
の
時
点
で
残
存
す
る

支
払
期
日
未
到
来
の
売
掛
金
債
権

（
前
記
事
例
で
あ
れ
ば
２
億
円
程
度
）

は
、
債
務
者
そ
の
他
の
債
権
者
等
の

第
三
者
に
優
先
し
て
当
該
債
権
を
取

り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
譲
渡
債
権
の
う

ち
譲
渡
制
限
特
約
が
付
さ
れ
た
債
権

は
、
支
払
拒
否
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し

て
担
保
不
適
格
と
す
る
見
解
が
あ

り
、
担
保
活
用
が
な
さ
れ
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
、
支
払
拒
否
リ

ス
ク
は
ご
く
限
ら
れ
た
局
面
で
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

程
度
の
も
の
で
あ
り
、金
融
機
関
は
、

中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
の
た
め
、

そ
の
リ
ス
ク
を
容
認
し
て
、
譲
渡
制

限
特
約
付
債
権
を
Ａ
Ｂ
Ｌ
や
企
業
価

値
担
保
権
等
の
中
小
企
業
等
を
生
か

す
担
保
と
し
て
活
用
す
る
責
務
を

負
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

譲
渡
制
限
特
約
付
債
権
の
担
保
活
用
と
中
小
企
業
金
融（
下
）

譲
渡
制
限
特
約
付
債
権
の
担
保
活
用
と
中
小
企
業
金
融（
下
）

〜
法
改
正
等
を
踏
ま
え
た
担
保
活
用
に
向
け
て
〜

〜
法
改
正
等
を
踏
ま
え
た
担
保
活
用
に
向
け
て
〜

論
　
考
論
　
考

経
済
法
令
研
究
会 

講
師
　
髙
橋 

恒
夫


